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日
蓮
大
聖
人
の
代
表
的
著
述

は
『
立
正
安
国
論
』
で
す
。
文

応
元
年
（
一
二
六
〇
）
七
月
十

六
日
、
北
条
時
頼
に
提
出
さ
れ

た
こ
と
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で

す
。
ま
た
、
弘
安
五
年
（
一
二

八
二
）
九
月
二
十
五
日
、
武
州

池
上
に
て
最
期
を
迎
え
る
に
際

し
『
立
正
安
国
論
』
を
講
義
さ

れ
た
こ
と
も
周
知
の
通
り
で

す
。 

 

古
来
、
日
蓮
大
聖
人
の
御
生

涯
は
『
立
正
安
国
論
』
に
始
ま

り
『
立
正
安
国
論
』
に
終
る
と

言
わ
れ
る
の
は
こ
の
為
で
す
。

日
蓮
大
聖
人
は
御
生
涯
を
通
し

て
立
正
安
国
の
祈
り
を
捧
げ
ら

れ
て
い
た
の
で
す
。 

 

と
こ
ろ
で
、
立
正
と
は
「
正

法
を
立
て
る
」
こ
と
で
あ
り
、

安
国
と
は
「
国
を
安
ん
ず
る
」

こ
と
で
す
。
い
ま
こ
の
世
が
乱

れ
て
い
る
の
は
、
正
法
が
隠
没

し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
故
に

闘
諍
堅
固
の
世
を
ま
ぬ
が
れ
な

い
の
で
す
。
安
国
を
祈
る
な
ら

ば
、
す
べ
か
ら
く
「
正
法
を
立

て
る
」
こ
と
が
優
先
さ
れ
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。 

 

『
立
正
安
国
論
』
に
は
つ
ぎ

の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
ま
す
。 

汝
早
く
信
仰
の
寸
心
を
改
め

て
、
速
か
に
実
乗
の
一
善
に

帰
せ
よ
。
し
か
れ
ば
す
な
わ

ち
三
界
は
皆
仏
国
な
り
。
仏

国
そ
れ
衰
え
ん
や
。
十
方
は

悉
く
宝
土
な
り
。
宝
土
何
ぞ

壊
れ
ん
や
。
国
に
衰
微
な

く
、
土
は
破
壊
な
く
ん
ば
、

身
は
こ
れ
安
全
に
し
て
、
心

は
こ
れ
禅
定
な
ら
ん
。
こ
の

詞
、
こ
の
言
、
信
ず
べ
く
崇

む
べ
し
。 

「
実
乗
の
一
善
に
帰
せ
よ
」
と

は
大
漫
荼
羅
御
本
尊
に
向
か
い

南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
え
る
こ

と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。 

 

い
ま
世
界
は
立
正
安
国
と
は

ほ
ど
遠
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
に
あ
る

か
ら
こ
そ
、
皆
様
に
は
南
無
妙

法
蓮
華
経
の
功
徳
を
信
じ
て
、

立
正
安
国
の
祈
り
を
捧
げ
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

  

 

 
 
 

御 

案 

内 

 

御
大
事
御
本
尊
会 

日
時 

 

 
 

土
用
丑
の
日 

午
前
十
時 

 

場
所 

本
門
寺
根
源 
本
堂 

 

疫
病
退
散
の
い
わ
れ
の
あ
る
霊
験
あ
ら
た

か
な
御
大
事
御
本
尊
を
御
開
帳
し
、
樒
祓

い

に
て
皆
様
の
身
体
健

全
・
無
病
息
災
を
御
祈
念
致
し
ま
す
。
年

に

の
奉
奠

お
誘
い
合
せ

の

ご
参
詣
下
さ
い
。 

「
身
代
り
守
り
」
頒
布 

 

 
 
 
 

御
大
事
御
本
尊
御
守 

御
霊
宝
疫
病
退
散
の
「
御
大
事
御
本
尊
」

を
複
写
し
、
身
代
わ
り
守
り
と
し
て 

特

別
に
頒
布
し
て
お
り
ま
す
。 

皆
様
の
菩
提
寺
で
あ
る
末
寺
寺
院
が
窓

口
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
郵
送
で
も
承
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
要
望
の
方
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
電
話
〇
五
四
四-

五
八-

一
〇
〇
四 

五月晴れの塔中と参道 

立
正
安
国
の
祈
り 
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平
成
十
一
年
に
本
門
寺
護
山
会

「
三
十
万
人
講
」
を
発
足
致
し
ま
し

た
。
当
「
三
十
万
人
講
」
に
於
い
て
は
、

来
る
令
和
十
三
年
の
日
蓮
大
聖
人
七

五
〇
遠
忌
を
始
め
、
令
和
十
四
年
の
御

開
山
日
興
上
人
御
正
当
七
〇
〇
遠

忌
に
向
け
、
本
門
寺
山
内
の
整
備
及
び

護
持
の
為
、
広
く
全
国
各
御
寺
院
・檀

信
徒
か
ら
の
御
支
援
・御
丹
精
を
戴
い

て
お
り
ま
す
。  

 

決 

算 

報 

告 

 

令
和
五
年
度
三
十
万
人
講
特
別
会

計
の
決
算
が
監
査
会
に
て
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
会
員
の
皆
様
に
御
報
告
申
し
上

げ
ま
す
。 

繰
越
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、

上
述
の
通
り
遠
忌
事
業
等
を
控
え
、
三

十
万
人
講
基
金
の
支
出
を
極
力
抑
え

つ
つ
、
来
る
正
当
年
の
事
業
に
向
け
充
当

す
る
こ
と
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。 

 

収
入 

 
 

百
七
十
一
万
円 

件
数 

 
 

三
十
一
件 

令
和
五
年
度
残
高 

五
千
六
百
八
十
七
万
六
千
六
百
八
十
一
円 

                           

以
上 

 
護
山
会
「
三
十
万
人
講
基
金
」 

 

塔
中
末
寺
護
山
志
納
金
の
御
礼 

 
 

執
事
長 

 

鈴
木
春
雄 

 
 

令
和
三
年
度
よ
り
毎
年
実
施
し
て

お
り
ま
す
塔
中
末
寺
に
よ
る
毎
年
の

本
山
護
持
志
納
に
つ
い
て
、
各
山
各
聖

の
御
理
解
を
頂
き
、
御
志
納
を
賜
り
、

篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

ま
た
塔
中
寺
院
に
は
、
更
な
る
特

別
志
納
の
御
丹
誠
を
頂
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

日
蓮
大
聖
人
七
百
五
十
遠
忌
、
御

開
山
日
興
上
人
七
百
遠
忌
を
控
え
、

信
仰
の
礎
で
あ
る
生
御
影
尊
を
格
護

し
続
け
る
に
は
、
塔
中
末
寺
及
び
檀
信

徒
の
篤
い
信
仰
が
な
け
れ
ば
護
寺
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
こ
に
そ
の
証
と

し
て
の
尊
い
御
志
納
を
賜
り
、
重
ね
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。  

 
 

 

令
和
五
年
度 

護
山
志
納

 

  

塔
中
末
寺
志
納 

 
 
 

 

四
百
三
十
万
円 

  
 

塔
中
特
別
志
納 

 
 

 
 
 

 

七
十
万
円 

  
 
 

合
計 

五
百
万
円 

 
 
 
 

 

末
寺
三
十
一
ヶ
寺 

 

 
 
 

※
令
和
六
年
三
月
末
日
ま
で
の
御
志
納 

檀

信

徒

用

御

経

本

 

再

版

 

 

檀
信
徒
用
御
経
本
「
本
門
要
軌
」
を

こ
の
度
再
版
致
し
ま
し
た
。 

 

寺
院
の
布
教
活
動
に
ご
活
用
頂
き
、

ま
た
御
家
庭
に
お
い
て
、
日
々
の
勤
行
に

是
非
ご
利
用
下
さ
い
。  

 

 

御
希
望
の
方
は
、
当
山
寺
務
所
ま
で

御
連
絡
下
さ
い
。  

 

檀
信
徒
用
御
本
尊
の
ご
案
内 

 

皆
さ
ま
の
ご
家
庭
に
奉
安
す
る
御
本

尊
を
御
用
意
致
し
ま
し
た
。
こ
の
御
本

尊
は
、
日
蓮
大
聖
人
が
日
興
上
人
の
本

弟
子
で
あ
る
日
華
上
人
に
授
与
さ
れ
た

御
本
尊
の
複
製
で
、
京
都
の 

本
山
・

本
能
寺
に
原
本
が
格
護
さ
れ
て
お
り
、

四
十
七
世
・
片
山
日
幹
猊
下
が
影
印
を

拝
受
し
本
門
寺
本
堂
・
生
御
影
尊
の
後

ろ
に
奉
奠
さ
れ
て
い
る
も
の
と
同
じ
も

の
で
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
本
門
寺

根
源
山
務
庁
ま
で
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

ご
奉
納
寺
院
様 

 
 
 
 

順
不
同 

  

蓮
行
坊
様 

 

本
光
寺
様 

 
(

佐
渡)

 

 

蓮
正
寺
様 

 

妙
隆
寺
様 

 

本
禅
寺
様 

 

本
國
寺
様 

 

正
法
寺
様 

 

顕
本
寺
様 

 

本
妙
寺
様 

 
(

山
梨)

 

 

久
成
寺
様 

 

本
源
寺
様 

 
(

山
梨)

 

 

正
林
寺
様 

 
東
陽
坊
様 

 
福
泉
寺
様 

 

本
照
寺
様 

 

伊
豆
国
分
寺
様 

 

妙
善
寺
様 

 

法
輪
寺
様 

養
運
坊
様 

西
之
坊
様 

本
妙
寺
様 

 
 
 
 
 

(

北
山)

 

養
仙
坊
様 

常
在
寺
様 

本
法
寺
様 

本
光
寺
様 

 
 
 
 

(

宝
町)

 

法
華
寺
様 

東
光
寺
様 

本
源
寺
様 

 
 
 

(

白
糸)

 

宗
川
寺
様 

蓮
妙
寺
様 

蓮
華
寺
様 

本
能
寺
様 

 

塔
中
特
別
志
納
金 

養
運
坊
様 

西
之
坊
様 

蓮
行
坊
様 

東
陽
坊
様 

養
仙
坊
様 
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法
華
経
の
対
告
衆
～
菩
薩
さ
ま
方 

前
回
は
お
釈
迦
様
の
お
弟
子
方
を
ご
紹
介
し
ま
し

た
。 そ

の
後
に
名
前
が
挙
が
る
の
が
、
菩
薩
さ
ま
方
で

す
。
「
智
慧
の
文
殊
」
で
有
名
な
文 も

ん

殊 じ
ゅ

師 し

利 り

菩
薩
さ

ま
を
は
じ
め
、
観
世
音
菩
薩
さ
ま
な
ど
、
お
名
前
が

挙
が
っ
て
い
る
十
八
人
の
菩
薩
さ
ま
を
中
心
に
、
覚

り
を
求
め
て
後
戻
り
す
る
こ
と
な
く
精
進
を
続
け
る

菩
薩
さ
ま
方
が
八
万
人
あ
り
ま
し
た
。 

序
品
で
お
名
前
の
出
て
く
る
菩
薩
さ
ま
が
、
ど
の

章
に
登
場
す
る
か
を
一
覧
表
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
菩
薩
さ
ま
が
ど
ん
な
方
か
の
説
明
は
、
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
章
に
差
し
掛
か
っ
た
時
に
し
ま

す
。 さ

て
、
こ
こ
ま
で
「
一
万
二
千
人
」
と
か
「
二
千

人
」
「
六
千
人
」
「
八
万
人
」
と
、
多
く
の
大
き
な

数
字
が
出
て
き
て
い
ま
す
が
、
実
際
の
人
数
が
そ
れ

ほ
ど
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
「
そ
の
人
数
が
多

い
こ
と
」
を
表
す
数
字
だ
と
思
っ
て
下
さ
い
。
お
釈

迦
様
の
教
え
が
「
八
万
法
蔵
」
「
八
万
四
千
の
法

門
」
と
表
現
さ
れ
た
よ
う
に
、
そ
の
数
が
膨
大
な
こ

と
を
強
調
す
る
た
め
の
表
現
が
こ
の
先
も
多
く
出
て

き
ま
す
。 

法
華
経
の
対
告
衆
～
様
々
な
神
さ
ま 

法
華
経
の
会
座
に
座
っ
て
教
え
を
待
っ
て
い
た
の

は
人
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ま
ざ
ま
な
神
様
た

ち
も
、
霊
鷲
山
の
中
で
法
華
経
の
教
え
が
説
か
れ
る

の
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
神
様
方
は
「
梵 ぼ

ん

天 て
ん

王 の
う

」
「

釈
し
ゃ
く

提 だ
い

桓 か
ん

因 に
ん(

帝
釈
天)

」
「
天 て

ん

子 じ

衆
し
ゅ
う

」
「
四

大
天
王(

四
天
王)

」
「
龍
王
」
「
緊 き

ん

那 な

羅 ら

王 お
う

」
「
乾 け

ん

闥 だ
つ

婆 ば

王 お
う

」
「
阿 あ

修 し
ゅ

羅 ら

王 お
う

」
「
迦 か

楼 る

羅 ら

王 お
う

」
と
い
う
種

族
の
神
様
で
す
。
梵
天
王
さ
ま
か
ら
四
大
天
王
ま
で

の
神
さ
ま
を
一
括
り
に
「
天 て

ん

部 ぶ

衆
し
ゅ
う

」
と
呼
び
、
序

品
に
は
出
て
来
ま
せ
ん
が
、
後
に
は
出
て
こ
ら
れ
る

「
夜 や

叉 し
ゃ

衆
し
ゅ
う

」
「
摩 ま睺

ご

羅 ら

伽 が

衆
し
ゅ
う

」
と
い
う
神
さ
ま
方

を
合
わ
せ
て
「
天 て

ん

龍
り
ゅ
う

八 は
ち

部 ぶ

衆
し
ゅ
う

」
と
呼
び
ま
す
。
こ

の
神
さ
ま
方
は
、
御
経
文
の
中
で
は
繰
り
返
し
「

人
非
人

に
ん
ぴ
に
ん

」
と
出
て
き
ま
す
が
、
「
人
の
姿
に
近
い
け

れ
ど
人
で
は
な
い
神
さ
ま
方
」
を
総
称
し
て
こ
う
呼

び
ま
す
。
本
来
、
仏
さ
ま
や
神
様
は
「

一
柱

ひ
と
は
し
ら

、

二
柱

ふ
た
は
し
ら

…
」
と
数
え
ま
す
が
、
こ
の
解
説
で
は
尊
敬

と
親
し
み
を
込
め
て
「
一
人
、
二
人
…
」
と
お
呼
び

す
る
こ
と
に
し
ま
す
。(

続
く) 

法
華
経
に
学
ぶ 

第
二
十
三
回 

 
 
 
 
 

布
教
伝
道
部 

浦
野 

弘
正 

名前 読み 登場章 

文殊師利菩薩 もんじゅしり 序品-提婆品など 

観世音菩薩 かんぜおん 序品-普門品 

得大勢菩薩 とくだいせい 序品-不軽品 

常精進菩薩 じょうしょうじん 序品-法師功徳品 

不休息菩薩 ふくそく 序品 

寶掌菩薩 ほうしょう 序品 

薬王菩薩 やくおう 序品-法師品など 

勇施菩薩 ゆうぜ 序品-陀羅尼品など 

寶月菩薩 ほうがち 序品 

月光菩薩 がっこう 序品 

満月菩薩 まんがち 序品 

大力菩薩 だいりき 序品 

無量力菩薩 むりょうりき 序品 

越三界菩薩 おっさんがい 序品 

颰陀婆羅菩薩 ばつだばら 序品 

弥勒菩薩 みろく 序品-涌出品など 

宝積菩薩 ほうしゃく 序品 

導師菩薩 どうし 序品 

表【序品に登場する菩薩の一覧】 
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讃
歎
と
し
て
唱
え
る
『
御
義
口
伝
』
の
要
文

は
、
『
御
義
口
伝
』
中
「
廿
八
品
悉
南
無
妙
法
蓮

華
経
事
」
の
結
文
で
、
當
章
の
開
文
「
御
義
口
伝
に

曰
く
、
一
経
と
は
本
迹
廿
八
品
也
。
唯
だ
四
と
は

名
用
體
宗
の
四
也
。
樞
柄
と
は
唯
題
目
の
五
字

也
。
授
與
と
は
上
行
菩
薩
に
授
與
す
る
也
。
之
と

は
妙
法
蓮
華
経
也
。
」
と
両
文
に
説
示
さ
れ
る
内

容
は
一
致
し
て
お
り
ま
す
。
讃
歎
に
説
く
内
容
を

前
後
二
点
に
要
約
し
ま
す
と
、
前
半
＝
末
法
弘
通
の

要
法
＝
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
七
字
と
な
り
ま

す
。
宗
祖
は
「
今
、
末
法
に
入
り
ぬ
れ
ば
余
経
も

法
華
経
も
せ
ん
な
し
。
但
南
無
妙
法
蓮
華
経
な
る

べ
し
。
こ
う
申
し
出
し
て
候
も
わ
た
く
し
の
計
ら

い
に
は
あ
ら
ず
。
釈
迦
・
多
宝
・
十
方
の
諸
仏
・

地
涌
千
界
の
御
計
ら
い
也
。
此
の
南
無
妙
法
蓮
華

経
に
余
事
を
ま
じ
え
ば
、
ゆ
ゆ
し
き
ひ
が
事
也
。

日
出
で
ぬ
れ
ば
と
ぼ
し
び
せ
ん
な
し
。
雨
の
ふ
る

に
露
な
に
の
せ
ん
か
あ
る
べ
き
。
嬰
児
に
乳
よ
り

外
の
も
の
を
や
し
な
う
べ
き
歟
。
良
薬
に
又
薬
を

加
え
ぬ
る
事
な
し
。
」
（
「
上
野
殿
御
返
事
」

『
本
門
要
軌
』
一
〇
八
ー
一
〇
九
頁
）
と
教
示
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
て
第
四
十
七
世
日
幹
貫
首

猊
下
は
「
本
宗
の
妙
行
は
、
末
法
応
時
の
行
法
で
あ

る
か
ら
題
目
が
正
行
で
、
読
誦
は
助
行
で
あ
る
。

隨
っ
て
読
誦
も
末
法
救
済
の
要
法
た
る
題
目
に
始
ま

り
、
題
目
に
結
ん
で
こ
そ
真
の
妙
行
と
云
い
得
る
の

で
あ
る
。
そ
こ
で
特
に
「
讃
歎
」
と
し
て
「
御
儀

口
伝
」
の
御
文
を
誦
し
、
「
勧
信
」
と
し
て
経
文

並
び
に
祖
訓
に
よ
り
、
題
目
の
深
意
と
末
法
救
済

の
要
法
た
る
こ
と
を
、
妙
行
中
に
信
得
せ
し
め
る

よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
最
後
題
目
三
唱
に
際
し

て
も
「
帰
依
」
と
し
て
本
宗
の
妙
行
は
畢
竟
題
目

受
持
の
一
行
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
」

（
『
妙
行
聖
典
』
〈
刊
行
の
こ
と
ば
〉
一
七
五
ー

一
七
六
頁
）
。
続
い
て
第
四
十
八
世
日
諄
貫
首
猊

下
も
「
御
義
口
伝
の
二
十
八
品
悉
く
南
無
妙
法
蓮

華
経
の
事
の
結
文
に
し
て
も
、
古
来
幾
多
の
先
師

が
こ
れ
を
取
り
上
げ
て
、
開
経
偈
文
と
し
、
唱
題
成

仏
義
と
し
て
引
用
し
て
き
た
も
の
で
、
い
わ
ば
要
中

の
要
で
あ
り
肝
心
の
要
で
、
末
法
今
時
に
お
け
る
布

教
伝
道
の
要
文
と
し
て
、
卓
越
し
た
賞
揚
す
べ
き
金

言
。
」
（
『
日
興
上
人
の
風
光
』
一
〇
四
頁
）
と

示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
信
仰
姿
勢
は
今
日
も

引
き
継
が
れ
、
『
本
門
要
軌
』
の
行
儀
に
於
て

も
、
御
題
目
三
唱
に
始
ま
り
、
途
中
の
道
場
観
・

奉
請
・
讃
歎
・
御
聖
訓
・
回
向
等
の
最
後
に
は
南

無
妙
法
蓮
華
経
の
一
唱
で
結
び
、
正
行
の
口
唱
題

目
は
も
ち
ろ
ん
、
御
題
目
三
唱
に
終
わ
り
、
前
後

中
間
に
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
七
字
に
結
ば
れ
る
構

成
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

又
、
後
半
＝
結
要
付
嘱
の
儀
式
＝
本
門
八
品
（
如

来
神
力
品
の
特
別
付
嘱
）
の
儀
相
が
説
か
れ
ま
す
。

教
相
は
釈
尊
→
南
無
妙
法
蓮
華
経
→
地
涌
の
菩
薩

→
成
仏
の
次
第
で
す
が
、
末
法
当
今
を
以
て
置
き
換

え
る
な
ら
ば
、
日
蓮
→
上
行
所
伝
の
題
目
→
日
蓮
が

弟
子
旦
那
→
受
持
成
仏
の
次
第
に
な
り
ま
す
。
宗
祖

は
「
問
う
て
曰
く
、
仏
法
を
滅
尽
す
る
の
法
、
何

ぞ
之
を
弘
通
す
る
や
。
答
え
て
曰
く
、
末
法
に
於

て
は
大
小
・
権
実
・
顕
密
共
に
教
の
み
有
り
て
得

道
無
し
。
一
閻
浮
提
皆
謗
法
と
為
り
了
ん
ぬ
。
逆

縁
の
為
に
は
但
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
に
限
る
の

み
。
例
せ
ば
不
軽
品
の
如
し
。
我
が
門
弟
は
順

縁
、
日
本
国
は
逆
縁
な
り
。
（
略
）
日
蓮
は
広
略

を
捨
て
て
肝
要
を
好
む
。
所
謂
上
行
所
伝
の
妙
法

蓮
華
経
の
五
字
也
。
」
（
「
法
華
取
要
抄
」
『
本

門
要
軌
』
八
九
ー
九
〇
頁
）
末
法
の
応
時
、
逆
縁

の
日
本
国
に
於
て
、
本
佛
釈
尊
よ
り
特
別
付
嘱
を

受
け
た
上
行
菩
薩
の
応
現
・
宗
祖
直
伝
の
題
目
を

以
て
、
私
達
衆
生
は
こ
れ
を
受
持
し
成
仏
を
得
る

旨
が
説
か
れ
ま
す
。
受
持
成
仏
と
は
、
宗
祖
が

「
在
世
の
本
門
と
末
法
の
初
め
と
は
一
同
に
純
円

な
り
。
但
し
彼
は
脱
、
此
は
種
な
り
。
彼
は
一
品

二
半
、
此
は
但
題
目
の
五
字
な
り
。
」
（
「
観
心

本
尊
抄
」
定
本
七
一
五
頁
）
と
教
示
さ
れ
ま
す
。

佛
の
在
世
は
寿
量
品
他
の
一
品
二
半
の
教
え
に
よ

り
、
解
脱
の
利
益
を
得
る
も
、
佛
滅
後
の
末
法
に

於
て
は
、
佛
種
（
＝
御
題
目
の
五
字
）
を
、
衆
生
の

心
田
に
下
種
す
る
＝
五
字
の
受
持
の
利
益
で
、
即
時

に
成
仏
を
得
る
。
佛
の
末
法
衆
生
教
化
の
次
第
が
示

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
日
の
本
化
直
参
の
生
御
影

信
仰
に
繋
が
り
ま
す
。
御
儀
口
伝
は
末
法
の
大
切

な
信
仰
軌
範
を
示
し
、
當
軌
範
に
『
本
門
要
軌
』

も
則
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
続
く
） 

『
本
門
要
軌
』
を
読
む 

第
二
十
二
回 

 
  
   

  
 

布
教
伝
道
部
執
事 

阿
部 

和
正 

4 
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清澄寺の旭が森から見る朝日

今
月
の
団
体
参
拝 

   

五
月
二
十
四
日
、
司
判
会
が
開

か
れ
、
本
山
よ
り
近
況
報
告
と
令

和
五
年
度
の
決
算
報
告
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
来
る
令
和
十

三
年
日
蓮
大
聖
人
第
七
五
〇
遠

忌
、
翌
十
四
年
日
興
上
人
第
七
〇

〇
遠
忌
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
今

後
の
事
業
計
画
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。 

ま
た
、 

 

蓮
行
坊
檀
徒
・
佐
野
洪
二
氏 

 

西
之
坊
檀
徒
・
佐
藤
寛
氏 

が
本
会
を
も
ち
ま
し
て
司
判
を
退

任
さ
れ
、
新
た
に
本
年
度
よ
り
、 

 

蓮
行
坊
檀
徒
・
赤
池
洋
人
氏 

 

西
之
坊
檀
徒
・
鈴
木
崇
明
氏 

が
司
判
と
し
て
貫
首
猊
下
よ
り
委

嘱
を
受
け
ま
し
た
。
退
任
さ
れ
る

お
二
方
に
於
か
れ
ま
し
て
は
長
年

に
渡
り
物
心
両
面
に
お
い
て
当
山

に
多
大
な
る
ご
丹
誠
を
賜
り
ま
し

た
こ
と
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 

京
都
要
法
寺
本
葬 

 

五
月
二
十
二
日
、
日

蓮
本
宗
・
本
山
要
法
寺

に
於
き
ま
し
て
、
第
五

十
一
祖
貫
首
・
嘉
儀
日

有
上
人
の
本
葬
儀
が
執

り
行
わ
れ
、
旭
日
重
貫

首
猊
下
の
名
代
と
し

て
、
鈴
木
春
雄
執
事
長

が
参
列
さ
れ
ま
し
た
。 

 

要
法
寺
様
は
、
本
門

寺
御
開
山
日
興
上
人
の

高
弟
・
太
夫
阿
闍
梨
日

尊
上
人
の
御
開
山
で
あ

り
、
興
門
八
本
山
に
も

数
え
ら
れ
、
当
山
と
も

縁
の
深
い
寺
院
で
あ
り

ま
す
。 

 

謹
ん
で
嘉
儀
日
有
上

人
の
増
圓
妙
道
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

司 

判 

会 

開 

催 
   

本
年
度
よ
り
「
山
林
農
地
部
」
か
ら
「
大

世
話
人
」
へ
と
名
称
が
変
更
さ
れ
、
五
月
二

十
四
日
、
役
員
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

養
仙
坊
檀
徒 

石
川
達
三
氏 

養
運
坊
檀
徒 

松
原
勝
政
氏
・
渡
邉
和
正
氏 

東
陽
坊
檀
徒 

富
永
政
則
氏
・
加
藤
貴
之
氏 

蓮
行
坊
檀
徒 

遠
藤
英
彦
氏
・
齋
藤
美
英
氏 

西
之
坊
檀
徒 

石
川
剛
浩
氏
・
後
藤
幸
夫
氏 

以
上
九
名
が
大
世
話
人
と
し
て
委
嘱
を
受
け

ま
し
た
。
今
後
共
、
当
山
の
護
寺
発
展
に
お

力
添
え
の
程
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

大
世
話
人
会 

発
足 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

福
岡 

妙
照
寺
様 

 

五
月
十
四
日
、
福
岡

県
よ
り
妙
照
寺
様
檀
信

徒
一
行
四
名
が
参
拝
さ

れ
御
開
帳
を
受
け
ま
し

た
。 

韓
国 

寶
土
寺
様 

 

五
月
二
十
二
日
、
韓

国
よ
り
寶
土
寺
・
兎
法

顯
上
人
が
檀
信
徒
ら
三

十
名
と
共
に
参
拝
さ
れ

ま
し
た
。 

神
奈
川 

蓮
妙
寺
様 

 

五
月
三
十
日
、
神
奈

川
県
茅
ケ
崎
市
よ
り
蓮

妙
寺
・
紋
田
正
隼
上
人

一
行
四
名
が
参
拝
さ
れ

ま
し
た
。 

 

     第8回 清 掃 奉 仕 の お 願 い 

  7月20日(土)  午前9時～10時半 (雨天翌日)  
   

 7月の清掃奉仕は、盂蘭盆を迎える為の道場荘厳であります。清掃奉仕によって 

共に汗を流し、自分自身の心の垢も一緒に流し、清らかな心身でご先祖様をお迎え致しましょう。 
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新
寂
回
向
事
務
局
よ
り 

御
本
堂
に
お
き
ま
し
て
、
各
御
霊
位
の

御
回
向
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。 

   養
運
坊
檀
徒  

故 

井
出 

久
子
様 

西
之
坊
檀
徒  

故 

川
嶋 

軍
司
様 

西
之
坊
檀
徒  

故 

和
田 

房
子
様 

養
仙
坊
檀
徒 

故 

朝
日 

國
光
様 

蓮
行
坊
檀
徒 

 

故 

桑
原
登
喜
子
様 

蓮
行
坊
檀
徒 

故 

井
出 

幸
代
様 

養
仙
坊
檀
徒 

故 

早
川 

節
子
様 

本
光
寺
檀
徒 

故 

石
塚 

正
己
様 

本
光
寺
檀
徒 

故 

遠
藤
さ
か
え
様 

本
光
寺
檀
徒 

故 

武
井 

邦
子
様 

本
光
寺
檀
徒 

故 

森 

美
惠
子
様 

 
 五

月
末
日
迄 

申
込
み
・
申
請
順 

 

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す 

令
和
六
年
六
月 

三 
 

日 

役
課
会
議 

四 
 

日 

重
須
会 

門
中
参
拝 

相
模
門
中 

上
行
寺
様
～
蓮
妙
寺
様 

 
 

 
 
 

 

～
常
在
寺
様
～
本
禅
寺
様 

十 

四 

日 

重
須
婦
人
会
清
掃
奉
仕 

二 

十 

日 

本
間
俊
文
先
生
勉
強
会 

二
十
七
日 

興
統
法
縁
会
宮
崎
大
会  

二
十
八
日 

重
須
婦
人
会
清
掃
奉
仕 

 

令
和
六
年
七
月 

十 

二 

日 

重
須
婦
人
会
清
掃
奉
仕 

二 

十 

日 

第
八
回
清
掃
奉
仕 

二
十
四
日 

御
大
事
御
本
尊
会 

二
十
六
日 

三
輪
是
法
先
生
勉
強
会 

本
門
寺
の
主
な
予
定  

 
 
 
 

「
お
も
す
の
森
」
発
行
賛
助
金 

市
内
山
宮 

 

齋
藤 

繁
美 

様 
 

香
華
・
そ
の
他 

供
養 

市
内
北
山 

 

星
谷
と
み
子
様 

 

諸
堂･

境
内
清
掃･

作
業
奉
仕 

本
門
寺
内 

重
須
婦
人
会
様 

本
山
塔
中 

寺
庭
婦
人
様 

本
門
寺
内 

石
川
由
緒
家
様 

市
内
北
山 

望
月 

正
見 

様 

静 

岡 

市 

紺
文
シ
ル
ク
様 

謹
ん
で
御
礼
申
し
上
げ
ま
す 

丹

精

者

御

芳

名 

重
須
会 

相
模
門
中
参
拝 

 
 

  

重
須
会
は
六
月
四
日
、

「
門
中
参
拝
」
と
し
て
神

奈
川
方
面
の
四
カ
寺
に
参

り
ま
し
た
。 

茅
ケ
崎
・
蓮
妙
寺
（
末
寺
） 

 

本
門
寺
第
十
世
・
日
殿

上
人
の
開
山
で
、
小
田
原

の
城
外
に
あ
っ
た
蓮
成
寺

を
一
五
七
二
年
に
現
在
の

地
へ
と
移
転
し
、
現
在
に

至
り
ま
す
。 

 

令
和
三
年
に
、
当
山
役

課
の
紋
田
正
隼
上
人
が
住

職
と
し
て
法
灯
を
継
承

し
、
山
務
の
傍
ら
、
本
山

に
今
も
御
給
仕
頂
い
て
い

ま
す
。 

海
老
名
・
常
在
寺
（
末
寺
） 

 

一
三
三
三
年
に
復
興
さ

れ
、
現
在
に
至
り
ま
す
。 

 

御
開
山
は
日
興
上
人
の

本
弟
子
六
人
の
一
人
、
大

輔
阿
闍
梨
・
日
乗
上
人
で

す
。
関
東
大
震
災
の
折
に

被
災
し
ま
し
た
が
、
先
師

上
人
や
檀
信
徒
の
丹
誠
も

あ
っ
て
復
興
し
、
現
在
寺

観
が
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
。 

厚
木
・
本
禅
寺
（
末
寺
） 

 

本
門
寺
第
十
二
世
日
賢

上
人
の
御
開
山
で
、
一
五

五
四
年
に
小
田
原
に
て
本

蓮
寺
と
し
て
成
立
し
た
お

寺
で
す
。
一
六
二
二
年
に

現
在
の
地
へ
と
再
建
し
、

平
成
七
年
に
文
化
財
指
定

さ
れ
た
、
一
六
四
一
年
当

時
の
本
堂
は
、
令
和
五
年

に
修
復
が
終
わ
り
ま
し

た
。
ご
住
職
は
長
年
役
課

と
し
て
お
給
仕
下
さ
り
、

副
住
職
も
年
中
行
事
の
折

に
は
、
本
山
に
御
登
山
頂

い
て
お
り
ま
す
。 

伊
勢
原
・
上
行
寺(

法
縁) 

 

西
山
本
門
寺
第
十
三

世
・
日
春
上
人
御
開
山
の

寺
院
で
、
小
田
原
に
創
立

さ
れ
、
一
五
九
六
年
に
江

戸
へ
移
転
し
、
昭
和
三
十

七
年
に
再
び
相
模
の
地
へ

と
戻
り
ま
し
た
。 

 

副
住
職
・
雄
也
上
人

は
、
本
間
猊
下
の
時
代
に

常
勤
山
務
員
と
し
て
長
年

お
給
仕
頂
き
ま
し
た
。 

 

参
拝
に
際
し
、
御
協
力

頂
い
た
全
て
の
皆
様
に
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

皆
様
も
お
近
く
ま
で
お

出
か
け
の
際
は
、
是
非
ご

参
拝
さ
れ
、
信
仰
の
増
進

に
努
め
ら
れ
る
こ
と
を
切

に
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

鈴
木
春
晴
師 

披
露
宴 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

五
月
十
二
日
（
日
）
養
仙
坊
次

男
、
鈴
木
春
晴
上
人
の
結
婚
披
露

宴
が
日
本
平
ホ
テ
ル
に
て
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。 

 

本
山
参
与 

上
杉
清
文
上
人
を
式

長
に
、
仏
祖
三
宝
様
に
夫
婦
円
満

の
信
仰
生
活
を
誓
わ
れ
ま
し
た
。 

 
祝
宴
に
先
立
っ
て
は
重
須
孝
行

太
鼓
の
有
志
の
方
々
に
よ
る
、
祝

意
の
太
鼓
演
奏
を
頂
き
ま
し
た
。 


